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本
で
唯
一
、
電
車
が
一
度
も
走
っ
た
こ

と
が
な
い
徳
島
県
に
電
車
を
走
ら
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
阿
波
電
鉄
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
メ
ン
バ
ー
の
学
生
達
が
、

12
月
10
日
、
J
R
四
国
徳
島
駅
構
内

を
見
学
し
ま
し
た
。

12
月
14
日

本
学
の
学
生
団
体
が
徳
島
県

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賞
を
受
賞

平
成
29
年
度
「
と
く
し
ま
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
賞
」
徳
島
県
知
事
表
彰
の
表
彰

式
が
開
催
さ
れ
、
徳
島
県
知
事
か
ら
本

学
の
学
生
団
体
に
表
彰
状
と
記
念
品
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

【
受
賞
団
体
】

 

徳
島
大
就
職
支
援
団
体

A
C
T
I
V
E

11
月
29
日

若
手
研
究
者
学
長
表
彰
制
度
に
よ
る

学
長
表
彰
式
を
挙
行

若
手
研
究
者
学
長
表
彰
は
、
若
手
研

究
者
の
研
究
能
力
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
若
手
研
究
者
が
自
立
し
て
研
究

で
き
る
環
境
の
整
備
を
促
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
40
歳
未
満
の
特
に
優

れ
た
若
手
研
究
者
を
表
彰
す
る
も
の
で

す
。
12
回
目
と
な
る
今
年
度
は
5
名
を

表
彰
し
、
学
長
か
ら
賞
状
と
研
究
支
援

経
費
と
し
て
１
０
０
万
円
の
目
録
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

●
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
研
究
者
の
方
々

（
五
十
音
順
）

淺
田 

元
子 

講
師

（
大
学
院
社
会
産
業
理
工
学
研
究
部

・
生
物
資
源
産
業
学
域
）

榎
本 

崇
宏 

講
師

（
大
学
院
社
会
産
業
理
工
学
研
究
部

・
理
工
学
域
）

田
中 

直
伸 

准
教
授

（
大
学
院
社
会
産
業
理
工
学
研
究
部

・
生
物
資
源
産
業
学
域
）

馬
渡 

一
諭 

講
師

ま
し
た
。

12
月
26
日

留
学
生
文
化
理
解
促
進
の
た
め
の

ス
タ
デ
ィ
・
ツ
ア
ー
を
実
施

公
益
財
団
法
人
日
本
国
際
教
育
支
援

協
会
の
支
援
に
よ
り
国
際
セ
ン
タ
ー
が

行
っ
て
い
る
事
業
で
、今
回
は
「
地
域
・

日
本
人
学
生
と
と
も
に
学
ぶ
『
日
本
の

最
先
端
技
術
と
伝
統
文
化
』」
を
テ
ー

マ
と
し
、
本
学
外
国
人
留
学
生
23
名
、

日
本
人
学
生
（
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
）
３
名
、

鳴
門
教
育
大
学
留
学
生
４
名
及
び
地
域

サ
ポ
ー
タ
ー
３
名
が
参
加
し
、
神
戸
の

理
化
学
研
究
所
、
人
と
防
災
未
来
セ
ン

タ
ー
、
竹
中
大
工
道
具
館
を
見
学
し
ま

し
た
。

に
取
り
組
む
櫻
谷
英
治
教
授
と
、
株
式

会
社
ス
ペ
ッ
ク
と
の
共
同
研
究
に
よ
り

新
た
に
発
見
さ
れ
た
酵
母
を
用
い
た

エ
ー
ル
ビ
ー
ル
、「Very Ale.

」（
ベ
リ
ー

エ
ー
ル
）
が
商
品
化
さ
れ
、
平
成
29
年

12
月
６
日
か
ら
徳
島
大
学
生
協
で
販
売

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

商
品
名
「Very Ale.

」
の
「
ベ
リ
ー
」

に
は
、
櫻
谷
研
究
室
の
大
学
院
生
が
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
か
ら
発
見
し
た
エ
ー
ル
酵

母
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、「
エ
ー

ル
」
に
は
、
エ
ー
ル
ビ
ー
ル
で
あ
る
こ

と
の
他
に
、
徳
島
大
学
の
学
生
を
応
援

す
る
（「
エ
ー
ル
」
を
送
る
）
と
い
う
意
味

が
そ
れ
ぞ
れ
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

12
月
10
日

阿
波
電
鉄
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
J
R
四
国
の
見
学

平
成
29
年
９
月
に
四
国
旅
客
鉄
道
株

式
会
社
（
J
R
四
国
）
と
徳
島
大
学
を

含
む
四
国
の
４
国
立
大
学
が
、
地
域
・

観
光
振
興
を
目
的
に
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

こ
の
協
定
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
日

月
20
日
（
土
曜
日
）
９
時
か
ら
行
わ
れ
、

各
サ
ー
ク
ル
か
ら
男
子
27
チ
ー
ム
、
女

子
11
チ
ー
ム
、
教
職
員
か
ら
１
チ
ー
ム

の
計
39
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

全
チ
ー
ム
が
無
事
に
ゴ
ー
ル
ま
で
襷

を
つ
な
ぎ
、
男
子
、
女
子
と
も
に
「
陸

上
競
技
部
」
が
優
勝
し
ま
し
た
。

1
月
21
日

理
系
女
⼦
♡
コ
ラ
ボ
未
来

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
催

徳
島
大
学
、
阿
南
高
専
、
大
阪
大
学

大
学
院
工
学
研
究
科
の
３
機
関
が
運
営

し
て
い
る
リ
ケ
ジ
ョ
の
裾
野
拡
大
コ
ラ

ボ
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
が
主
催

す
る
、
女
子
中
高
生
向
け
の
未
来
の
理

系
女
子
を
は
ぐ
く
む
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

を
、
今
回
初
め
て
徳
島
大
学
常
三
島

キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

県
内
の
女
子
中
高
生
と
そ
の
保
護
者
、

大
学
関
係
者
の
約
70
名
が
参
加
し
、
講

演
や
実
験
体
験
、
意
見
交
換
会
を
行
い

ま
し
た
。

１
月
22
日

日
本
薬
剤
師
会
学
生
会
員
募
集

ポ
ス
タ
ー
優
秀
作
品
賞
伝
達
表
彰
式
を

挙
行公

益
社
団
法
人
日
本
薬
剤
師
会
が
、

全
国
の
薬
学
を
専
攻
す
る
学
生
を
対
象

に
、
学
生
会
員
募
集
ポ
ス
タ
ー
の
公
募

を
行
っ
た
も
の
で
、
薬
学
部
薬
学
科
５

年
生
の
保
岡
尭
さ
ん
が
、
34
作
品
の
中

か
ら
優
秀
作
品
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

2
月
6
日

康
楽
賞
贈
与
式
を
挙
行

平
成
29
年
度
の
康
楽
賞
受
賞
者
（
教

員
12
名
、
学
生
48
名
（
う
ち
学
術
研
究
関
係

24
名
，
奨
学
生
24
名
））
が
決
定
し
、
長
井

記
念
ホ
ー
ル
に
お
い
て
贈
与
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

康
楽
賞
は
、
公
益
財
団
法
人
康
楽
会

よ
り
、
本
学
の
教
員
で
そ
の
研
究
に
成

11
月
19
日

「
徳
島
大
学
A
・
B
A
座
浄
瑠
璃

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
シ
ア
タ
ー 

︱
3
D
プ
リ
ン
タ
で
つ
く
っ
た
浄
瑠
璃
人
形

お
七
と
お
鶴
の
新
作
舞
台
︱
」
を
開
催

自
分
た
ち
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
人
形
を

作
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
演
目
を
演
ず
る

た
め
の
人
形
座
「
A
・
B
A
座
」
を

立
ち
上
げ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
地
域

創
生
・
国
際
交
流
会
館
５
階
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
『
A
・
B
A
』
に
お

い
て
、
現
代
を
舞
台
と
し
た
人
形
浄
瑠

璃
の
公
演
を
行
い
ま
し
た
。

（
代
表
：
工
学
部
電
気
電
子
工
学
科

４
年 

宮
田 

優
一
さ
ん
）

12
月
16
日

「
徳
島
の
魅
力
，
徳
島
で
働
く

︱
徳
島
で
働
く
た
め
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
︱
」

を
開
催

Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
事
業
の
「
と
く
し
ま
元
気

印
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
に
お
い
て
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
画
す
る
県
内
の
高
等
教
育
機
関
、
徳

島
県
、
企
業
及
び
関
連
団
体
に
よ
る
協

働
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

２
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

県
内
の
大
学
・
高
等
専
門
学
校
の
学

生
に
加
え
て
高
校
生
と
そ
の
保
護
者
、

大
学
や
企
業
等
の
関
係
者
の
約
２
４
０

名
が
参
加
し
、
県
内
へ
の
就
職
を
考
え

る
う
え
で
非
常
に
有
意
義
な
場
と
な
り

（
大
学
院
医
歯
薬
学
研
究
部
・
医
学
域
）

山
田 

安
希
子 

助
教

（
大
学
院
医
歯
薬
学
研
究
部
・
歯
学
域
）

12
月
6
日

生
物
資
源
産
業
学
部
の
櫻
谷
研
究
室
が

発
見
し
た
酵
母
か
ら
生
ま
れ
た
ビ
ー
ル

「V
ery A

le.

」
を
発
売

主
に
自
然
界
か
ら
単
離
し
た
微
生
物

を
用
い
た
有
用
物
質
の
発
酵
生
産
研
究

1
月
20
日

徳
島
大
学
駅
伝
大
会
を
開
催 

徳
島
大
学
駅
伝
大
会
は
、
学
生
お
よ

び
教
職
員
と
の
相
互
の
親
睦
を
深
め
、

体
力
・
気
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
徳
島
大
学
体
育
団
体
連
合
会
と

徳
島
大
学
主
催
で
毎
年
１
月
に
徳
島
中

央
公
園
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
の
第
46
回
大
会
は
、
１
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第     

回 

特
別
展

「
古
地
図
で
た
ど
る
徳
島
藩
の
城
下
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

︱
徳
島・洲
本
︱
」

併
設
展　

Film
 C

ycle

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
：

　
　
　

 「
カ
ラ
ー
化
古
写
真
で
み
る
昭
和
の
徳
島
」

平
成
30
年
4
月
2
日（
月
）～
平
成
30
年
6
月
22
日（
金
）

　

天
正
13
年
（
1
5
8
5
）
以
降
、
阿

波
国
約
17
万
８
千
石
を
領
有
し
て
い
た

蜂
須
賀
家
は
、
大
坂
の
陣
の
功
績
に
よ

り
元
和
元
年
（
1
6
2
0
）
に
淡
路
国

約
７
万
石
を
加
増
さ
れ
、
徳
島
と
洲
本

の
両
城
下
町
は
、
蜂
須
賀
家
に
よ
る
領

国
支
配
の
中
心
地
と
し
て
の
役
割
を
担

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
回
の
特
別
展

で
は
、
徳
島
大
学
附
属
図
書
館
や
関
係

機
関
が
所
蔵
す
る
近
世
城
下
絵
図
や
近

代
の
市
街
地
図
、
往
時
の
風
景
写
真
な

ど
を
通
し
て
、
城
下
町
徳
島
と
洲
本
の

移
り
変
わ
り
を
絵
図
原
本
や
パ
ネ
ル
で

ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
併
せ
て
、
昭
和

の
モ
ノ
ク
ロ
写
真
を
画
像
処
理
で
カ

ラ
ー
化
し
た
懐
か
し
い
風
景
写
真
も
展

示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
多
く
の
方
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ガ
レ
リ
ア
新
蔵
展
示
室
（
新
蔵
キ
ャ

ン
パ
ス
日
亜
会
館
１
階
／
徳
島
市
新
蔵
町
２

丁
目
24
番
地
）
は
、
平
日
９
時
か
ら
17

時
ま
で
開
室
し
て
い
ま
す
。
一
般
の
方

も
自
由
に
見
学
（
無
料
）
で
き
ま
す
が
、

来
場
時
に
は
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

【
関
連
イ
ベ
ン
ト
】

展
示
解
説

日
時　

平
成
30
年
4
月
7
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

10
〜
12
時

　
　
　

平
成
30
年
6
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

10
〜
12
時

場
所　

ガ
レ
リ
ア
新
蔵
展
示
室

         

（
参
加
自
由
・
無
料
）

解
説　

平
井
松
午 

　
　
　

 

徳
島
大
学
大
学
院
社
会
産
業

　
　
　

  

理
工
学
研
究
部
教
授

　
　

  

（
歴
史
地
理
学
）

　
　
　

佐
原  

理

           

徳
島
大
学
大
学
院
社
会
産
業

　
　
　

  

理
工
学
研
究
部
教
授

         

（
映
像
・
デ
ザ
イ
ン
学
）

23

学
部
3
年
生
で
「
日
本
語
教
育
能
力

検
定
試
験
」
に
合
格

２
０
１
７
年
10
月
29
日
に
実
施
さ
れ

た
「
日
本
語
教
育
能
力
検
定
試
験
」
に

お
い
て
、
総
合
科
学
部
人
間
文
化
学
科

国
際
文
化
コ
ー
ス
３
年
の
飯
田
紗
也
さ

ん
（
指
導
教
員
村
上
敬
一
教
授
）
が
合
格

し
ま
し
た
。

 

「
日
本
語
教
育
能
力
検
定
試
験
」
は
、

日
本
語
教
員
と
な
る
た
め
に
学
習
し
て

い
る
者
、
日
本
語
教
員
と
し
て
教
育
に

携
わ
っ
て
い
る
者
を
対
象
と
し
て
、
日

本
語
教
育
の
実
践
に
つ
な
が
る
体
系
的

な
知
識
と
多
様
な
現
場
に
対
応
す
る
能

力
が
水
準
に
達
し
て
い
る
か
を
み
る
も

の
で
す
。
２
０
１
７
年
度
は
、
全
国
で

５
７
６
７
人
が
受
験
し
、
１
４
６
３
人

が
合
格
し
ま
し
た
。

「
科
学
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in

徳
島
」
小
･
中
学
生
図
画
コ
ン
ク
ー
ル

の
入
賞
者
を
決
定

 

「
マ
ジ
ッ
ク
ワ
ー
ル
ド
」
を
テ
ー
マ

に
作
品
を
募
集
し
た
「
科
学
体
験
フ
ェ

徳
島
大
学

創
立
70
周
年
記
念
事
業
関
係

徳
島
大
学
は
２
０
１
９
年
、
創
立
70

周
年
を
迎
え
ま
す
。

創
立
70
周
年
記
念
事
業
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
が
決
定

徳
島
大
学
創
立
70
周
年

記
念
事
業
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

「
人
・
地
域
を
は
ぐ
く
み
未
来
を
つ
く

る
―
徳
島
大
学
70
―
」

今
後
、
決
定
し
た
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

を
活
用
し
、
徳
島
大
学
創
立
70
周
年
記

念
事
業
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
、
Ｐ
Ｒ
し

て
ま
い
り
ま
す
。

「
徳
島
大
学
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
へ
の
ご
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

創
立
70
周
年
を
盛
り
上
げ
、
徳
島
大

学
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
く
れ
る
“
徳
島
大

学
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
”
へ
の

多
数
の
ご
応
募
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ど
の
作
品
も
非
常
に
作
り
込
ま
れ
た

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
素
晴
ら
し
く
、
選
考

が
難
航
し
て
お
り
ま
す
。

も
う
す
ぐ
皆
さ
ま
に
お
披
露
目
で
き

る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
も
う
し
ば
ら

く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

果
の
あ
っ
た
者
及
び
本
学
の
学
生
で
学

業
成
績
等
が
優
秀
で
あ
る
者
に
対
し
、

賞
状
及
び
賞
金
が
贈
ら
れ
る
も
の
で
、

昭
和
26
年
に
創
設
さ
れ
、
今
回
で
67
回

目
で
す
。
贈
与
式
で
は
、
受
賞
者
一
人

一
人
に
公
益
財
団
法
人
康
楽
会
三
木
理

事
長
か
ら
賞
状
と
賞
金
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

ス
テ
ィ
バ
ル
in
徳
島
」
小
・
中
学
生
図

画
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
最
優
秀
賞
２
名
、

優
秀
賞
３
名
、
実
行
委
員
長
賞
３
名
、

入
選
13
名
の
合
計
21
名
が
決
定
し
ま
し

た
。入

賞
作
品
は
、「
第
22
回
科
学
体
験

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
徳
島
」
に
お
い
て

展
示
す
る
と
と
も
に
、
本
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
及
び
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
て
、

公
開
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

Q  

大
学
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
て

大
変
興
味
深
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。サ
ー
ク
ル
紹
介
で
は
元
気
そ
う
な

息
子
の
姿
を
見
つ
け
て
家
族
で
喜
び
ま
し

た
。今
後
も
徳
島
大
学
と
徳
島
の
情
報
を

発
信
し
て
く
だ
さ
い
。楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
！

A  

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

息
子
さ
ん
の
活
躍
し
て
い
る
姿
が
見
ら

れ
て
、よ
か
っ
た
で
す
ね
。大
学
で
の
様

子
を
お
伝
え
し
た
い
の
で
す
が
、紙
面
の

都
合
上
、す
べ
て
の
学
生
さ
ん
を
掲
載

す
る
こ
と
は
、残
念
な
が
ら
で
き
ま
せ

ん
。し
か
し
な
が
ら
、と
くtalk

で
は
、で

き
る
だ
け
学
生
さ
ん
の
表
情
が
見
え
る

よ
う
な
写
真
を
多
く
掲
載
す
る
こ
と

を
心
が
け
て
い
ま
す
。も
し
か
す
る
と

次
号
に
皆
さ
ま
の
息
子
さ
ん
・
娘
さ
ん

の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
の
で
、楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

と
くtalk

で
は
、皆
さ
ま
の
ご
希
望
に

少
し
で
も
沿
え
る
よ
う
に
、こ
れ
か
ら

も
大
学
の
情
報
を
発
信
し
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

「（徳島）御城下絵図」附属図書館蔵


	171_6NEWS
	toku171 送信 14

